
企� 4月2日行われたライオンズ

クラブと交通安全協会による

交通安全施設の清掃

企雨の日は事故が起こりやすいので注意 しまし ょう。

交通事政ゼロのまちをH指乙て.グ
春の全国交通安全運動実施 一一� 5月 日-5月20日一一

勝浦町では，死亡事故iOJの日が770日(4月25日現在)続いています。

特に，交通事故の被害者となることが多いお年寄りや子供たちの交通

安全にご協力をお願いします。(関連記事� 10ぺージ) 

11

(t堂宇野数)2，050戸� (人口)男3，565人女3，852人計7，417人� (平成7年� 3月末日現在)⑩⑧⑨ 
出生)男2女2計4 苑亡)男5女4計9

⑨⑧ 広報かつうら

( 転入)男17女14計31 転出)男16女15計31

5月号第299号平成7年� 5月1日発行編集と発行勝浦町総務課 TEL (08854)2-2511 (代)FAX 2-3028 
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¥} 

費
{暫

総

費� (

出 入

3月定例議会で、 平成� 7年度� 

が議決されました� 

二二 入ってくるお金 45億� 0，582万円二

財 源 ) �  

81.8% 
存(依

そ

の

他� 

81意1，700万円� 

(18.1%) 

f責田T 

5憶9，352万円

県支出金� 

(13 .2%)

国

庫

支

出

金

平見イサ� 

18憶5，945万円� 

(41 .3%) 

ゥ'<' 
Jι方地

町 税

分担金・負担金

財 産収 入

その他�  

(使用料・寄附・繰

入・繰越・諸収入) 

81意1，907万円� 

(18.2%) 

3憶1，081万円� 

(6.9%) 

二二使うお金 45億� 0，582万円二

(2
1憶0，597万円� 

.3%) 

(目 的 jjlJ 歳� 出)

民生費 農林水産業費
土木費� 教育費 公債費 そ� 

手書

4憶� 41意
81意1，704万円� 61章0，010万円|生� 10憶7，927万円� 

9，876万円� 1，255万円
17憶� 1，116万円|の� 

(18 .1%) (13.3%) (23 .9%) 11.1%) 2.(9 %) (15.8%) 
 他� 

議会費� 6，928万円� 1憶8，307万円� 11意3，459万円� 

(1.5%) (4.1%) (3.0%) 

業
費
一
億
九
千
六
百
九
十
八
万
円
、

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
に
五

千
七
百
七
十
万
円
、
徳
島
東
部
広
域

農
道
整
備
事
業
に
四
千
四
百
三
十
四

万
円
、
勝
浦
中
学
校
大
規
模
改
造
事

業
費
六
千
八
百
万
円
な
ど
で
、
勝
浦

町
新
総
合
計
画
に
基
づ
き
事
業
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

は
、
畜
産
環
境
対
策
事
業
費
に
四
億

二
千
十
四
万
円
、
農
業
構
造
改
善
事

平
成
七
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て

歳

ポ
イ
ン
ト
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

方
交
付
税
が
、
十
八
億
五
千
九
百
四

十
五
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
六

・
六

パ
ー
セ
ン

ト
増
え
、
地
方
税、

分
担

金

・
負
担
金
、
財
産
収
入
な
ど
の
自

主
財
源
の
構
成
比
は
十
八

・
二
パ

ー

セ
ン
ト
で
、
前
年
比
は
二
十
四
・ 

0

歳
入
総
額
の
約
四
割
を
占
め
る
地

歳

十
五
億
五
百
八
十
二
万
円
で、

前
年

度
と
比
べ
約
四
億
六
千
四
百
五
十
三

万
円 

(十
一

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
)
の

増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

予

算

の

概

要

一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、
約
四

困
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一般会計当初予算の推移 B 性 質 別 歳 出

(対前年度僧減率) 

投資的経費� 37.9% 

3年度�  I32憶5，931万円� | 17.0% 

11 

11 

11 普通建設事業�  16憶3，110万円� 36.2%

4年 度 �  I38惜t6，757万円� 18.7% 

災害復旧費�  7，519万円� 1.7% 

消費的経費� 62.1% 

公 債 費� 7億1，115万円� 15.8% 

5年 度 �  I39億t9，002万円� 3.2% 物 件 費� 3憶6，435方円� 8.1% 

11 

11 

11 

人

主な使己み五i

、、〆f

回

件 費 9t81意� ，343万円� 19.8% 

6年度 |崎4，129万円� 1.3% 

扶 助 費� 2憶8，081万円� 6.2% 

補 助 費� 2億5，604万円� 5.7% 

繰 出 金� 11意9，162万円� 4.3% 

予 {蒲 費� 2，500万円� 0.5% 

維持補修費�  2，065方円� 0.5% 

3%.0万円290，1金付貸11 11.5%万円582，0憶I45年 度7

投資及び出資金� 508万円� 0.1% 

積 立 金� 3，850万円� 0.8% 

園ロ ロ8園

(総務費) -農免農道整備事業費 3，000万円

-横瀬橋架替周辺対策事業積立金 2，000万円 -土地改良事業費 5，000万円

-農村地域活性化推進事業積立金 1，500万円 -集落環境基盤整備事業費 l億1，100万円

(民生費) -農業集落排水事業特別会計繰出金 1億9，700万円

-老人福祉費 3億0，000万円 -農業構造改善事業費 19，700万円

-老人保健特別会計繰出金 4，700万円 -林業費  8，000万円

-児童福祉費 4，000万円

-同和対策事業費 800万円
(土木費)

-町単道路改良費 8，300万円

(衛生費) -県単道路改良費 4，600万円

-簡易水道事業特別会計繰出金 1，400万円 -国補道路改良費 2億0，000万円

-勝浦病院特別会計繰出金 6，300万円 -河川費  8，900万円

-合併浄化槽推進費 700万円

-清 掃 費  8，200万円
(消防費)

-非常備消防費 2，100万円

(商工費)
(教育費)

-商工振興費 600万円
-奨学資金等貸付金 900万円

-観光費  700万円
-義務教育費 1億0，200万円

(農林水産業費) -社会教育費 6，700万円

-畜産環境事業費 4億2，000万円 -学校給食費 4，500万円

-広域農道整備事業費 4，400万円
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¥ 

選涯、適切な診lJfを図る/

勝浦病院にc・T導入ノ� 
(全身用コンビュータ断層撮影装置)

一 厚生年金 ・国民年金積立金還元融資 一

民厚 い効適 導 置 タ 用 昨 応 事 多 要害は
年 生こま果切入(断コ秋す故発す な、勝
金年 のすをなし �  C 層ンかるなするど脳浦

包 舟.... -・・圃圃圃・・・

¥』

。

積金装 O あ治� id十撮ピらたどる病 緊血病 山口由香里 さん� 前田寛 くん
(繍瀬)(坂本)立 ・置 げ療 2古 ) 影 ユ 全めに交気 急 管 院

金国は でに弓を装�  l身、対通やを障で

合併40周年記念事業'21世紀の勝浦町の将来像」 平成 7年度
作文シリーズ� ② 各地区新区長決まるノ


平成� 7年度の各地区の新区長が決

まりました。この� 1年間，お忙しい

ことと思いますが，町行政へのご協

力よろしくお願いいたします。

(敬称略)

地 区 区長 電 話

石原 松下一一�  2-3060 

沼江 上田 勲� 2-2776 

ρ7、山 中野 清� 2-3275 

掛谷 河内徳男�  2-2158 

山 西 南� BB 2-3005 

黒岩 小西文市�  2-2465 

。 田岡 登� 2-3385 

中 角 谷内百合夫� 2-3013 

星谷 国清 策� 2 -305 1 

生名 浜田 武雄� 2 -331 1 

久 国 米沢好延�  2-2130 

棚野 津 直行� 2-3576 

立� )11 堀 正昭� 2-3925・

中 山 山下房雄�  2-2804 

横瀬 前田 好次� 2-2367 

与川内 神子� 1券� 2-2772 

坂本 新居雄彦�  2-3645 

平
成
六
年
度

朝
桐
奨
学
賞

平
成
六
年
度
、
朝
桐
奨
学
賞
に

前
田
寛
く
ん
と
山
口
由
香
里
さ
ん
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
名
誉
町
民

・
故
朝
桐

猪
平
先
生
の
尊
い
ご
遺
志
を
永
久
に

残
す
た
め
、
ご
遺
族
か
ら
寄
付
さ
れ

た
資
金
で
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
毎

年
勝
浦
中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒
の

中
で
、
学
業
や
人
物
が
優
秀
で
心
身

と
も
に
健
全
な
方
に
贈
ら
れ
て
い
ま

す
。

還
元
融
資
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
た

も
の
で
す
。

今
後
も
、
効
果
的
な
装
置
や
設
備

の
改
善
に
努
め
、
高
度
な
医
療
の
要

求
に
対
応
で
き
る
体
制
の
強
化
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

(
小
学
生
高
学
年
の
部
最
優
秀
作
品
)

二
十

一
世
紀
・


こ
ん
な
勝
浦
に


美

馬

有

希(
横
瀬
)

私
は
、
こ
の
ま
ま
ず

っ

と
勝
浦
町
に
住
み
た
い
で

す
。
勝
浦
町
は
緑
が
豊
か

で
、
水
も
き
れ
い
で
空
気

も
す
ん
で
い
ま
す
。

こ
ん

な
す
ば
ら
し
い
自
然
を
守

り
、
受
け
継
い
で
い
く
の

所
を
も
う
少
し
増
や
す
と
い
う
こ
と

で
す
。
十
年
た
つ
と
私
も
働
か
な
く

私
の
住
む
横
瀬
区
で
は
、大
が
か
り

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
で
も 

の
ま
ま

A
7

な
工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
下
水
道

の
工
事
で
す
。
各
家
庭
の
生
活
排
水
や

し
尿
、
雨
水
な
ど
を
一
カ
所
に
集
め
て

浄
水
化
し
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
水
を
川

へ
流
す
の
だ
そ
う
で
す
。
今
ま
で
は
生

活
排
水
な
ど
は
、
そ
の
ま
ま
川

へ
流
れ

こ
ん
で
い
ま
し
た
が
、
こ
の
施
設
が
で

き
る
と
よ
ご
れ
た
水
も
、
ず
い
ぶ
ん
き
れ

い
に
な
る
の
で
、
川
を
よ
ご
さ
な
い

よ
う
に
な
り
ま
す
。
勝
浦
川
を
町
の

だ
と
い
く
ら
勝
浦
町
で
住
み
た
い
と

思
っ
て
も
、
働
く
場
所
が
な
く
て
は

勝
浦
に
住
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

若
い
人
が
都
会
へ
行
か
な
い
よ
う
に
、

働
く
場
所
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
勝
浦
の
人
だ
け
で
は
な

く
て
、
よ
そ
か
ら
も
人
が
集
ま

っ
て

き
て
活
気
の
あ
る
町
に
な
り
ま
す
。

そ
の
人
た
ち
に
も
勝
浦
の
良
さ
を
知

っ
て
も
ら
っ
て
、
良
い
印
象
を
残
し

た
い
で
す
。

こ
の
二

つ
の
こ
と
が
か
な
う
と
、

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
ま
た
勝
浦

と
い
う
町
は
と
て
も
大
き
く
な

っ
て

い
く
で
し
ょ
う
。
自
然
に
め
ぐ
ま
れ
、

野
菜
や
果
物
な
ど
の
作
物
も
豊
か
で
、

安
心
し
て
く
ら
せ
る
勝
浦
を
守

っ
て

い
き
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
私
に

で
き
る
こ
と
は
、
町
を
よ
ご
さ
ず
公

共
物
を
大
切
に
し
、
勝
浦
町
を
ず

っ

宝
に
ー
ー
ー
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
ワ 

ド
l

が
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
水
は
と
て

も
大
切
な
も
の
な
の
で
一
人
ひ
と
り
が

気
を
つ
け
て
勝
浦
川
を
守
っ
て
い
き

た
い
で
す
。
下
水
道
の
工
事
が
完
成

す
る
ま
で
に
は
、
長
い
年
月
と
た
く

さ
ん
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
少

し
で
も
早
く
完
成
す
れ
ば
い
い
と
思

は
と
て
も
む
ず
か
し
い
こ

と
で
す
。

い
ま
す

も
う

一
つ
考
え
る
こ
と
は
働
け
る 

と
好
き
で
い
る
こ
と
で
す
。

回
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新しい教育委員に

坂田淳ー さん(星谷)就任

二
月
十
五
日
を
も

っ
て
教
育
委
員

を
辞
任
さ
れ
ま
し
た
岡
本
富
治
さ
ん

に
代
わ
り
ま
し
て
、
三
月
二
十
四
日

新
し
く
坂
田
淳

一
さ
ん
が
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

岡
本
富
治
さ
ん
に
は
、
教
育
行
政

E
P

¥
k
i

F
S

-
/

に
ご
尽
力
を
賜
り
、 

h
-向い

 
MIr-

・2

‘
・

一

A

a

、

坂

里

一 

/
F 

あ
り
が
と
う
ご
ざ

宮

三
月
二
十
五
日
、
「
女
性
問
題

を
考
え
る
つ
ど
い
」
で
、
女
性

宣
言
採
択
と
い
う
良
い
機
会
を

得
ら
れ
た
。

人
権
の
平
等
が
憲
法
制
定
な

っ
て
半
世
紀
、
女
房
と
靴
下
は

強
く
な

っ
た
と
か
?
ま
た
、

女
性
の
元
気
な
地
域
は
活
性
化

が
み
ら
れ
る
と
も
い
わ
れ
て
い

る
。
女
性
の
行
動
力
に
大
き
な

期
待
を
寄
せ
ら
れ
、
地
位
向
上

〈新女性ライブプランシリーズ⑨〉

こ
の
た
び

一
身
上
の
都
合
に
よ
り
、
教
育
委
員
を
退
任
い
た
し
ま
し

た
。
在
任
中
は
暖
か
い
ご
教
示
を
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

感
謝
の
心
を
こ
め
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

生
涯
学
習
等
、

教
育
行
政
の
責
務、

ま
さ
に
大
な
る
時
で
あ
り
ま
す
。

立
場
を
か
え
て
、
誠
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
指
導
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

岡

本

富

治

こ
の
た
び
思
い
も
か
け
ず
教
育
委
員
を
拝
命

い
た
す
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

一
生
懸
命
勉
強
し
て
、
お
役
に
た
て
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
は
ご
指
導
ご
支
援
方
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

坂

田

女
性
会
会
長

坪

内

長

d

淳

一

日
日


品
宮

A

性帥

ち
に
男
女
共
同
参
画
型
社
会
を
と
、

研

手
を
さ
し
の

べ
ら
れ
て
い
る
。

いけ

し
か
し
、
私
た
ち
自
身
ま
だ
日
常

，

い
ま
し
た
。 

現
生
活
の
中
で
矛
盾
を
感
じ
て
い
る
人

姉

は
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

湯
性
は
こ
う
あ
る
べ
き
で
、
女

d

-
E圃
晶
圃
聞
邑圃司

圃
可

の

さ
ん
に
は
、
教
育

場
で
ご
活
躍
さ

れ
ま
す
こ
と
を
お

祈
り

い
た
し
ま
す
。

性
も
然
り
と
い

っ
た
固
定
観
念
を
は

ず
し
て
、
お
互
い
が

一
人
ひ
と
り
の

人
間
同
志
と
し
て
、
お
互
い
の
特
性

を
生
か
し
て
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
、

楽
し
く
生
活
で
き
た
ら
と
願
う
。

衆
議
院
議
員
・お
よ
び
参
議
院
議
員

と
し
て
全
国
最
高
得
票
で
当
選
し
た

こ
と
が
あ
る
加
藤
シ
ヅ
エ
さ
ん
が
九

十
八
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
て
、

一
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
に
な
る
。

二
、
生
き
て
い
る
以
上
い
つ
も
ハ

ッ
ピ

!
な
顔
を
し
て
い
る
。

三
、
社
会
に
ど
う
役
立

っ
て
い
る
か
を

絶
え
ず
考
え
、
社
会
に
ど
う
か
か

わ

っ
て
い
く
か
を
心
が
け
る
。

四
、
生
き
て
い
る
あ
か
し
と
し
て
、
常

そ
し
て
、
勝
浦
町
で

に
感
動
を
失
わ
な
い
よ
う
肝
に
銘

ド
レ
ヲ
匂
。

五
、
脳
に
刺
激
を
与
え
続
け
る
。

六
、
い
つ
も
感
受
性
を
豊
か
に
努
め
る
。

七
、
う
そ
を
言
わ
な
い
。

と
、
こ
れ
か
ら
の
五
か
年
間
を
こ
の
よ
う

に
生
き
る
と
宣
言
さ
れ
た
。
ほ
ん
と
う

に
素
晴
ら
し
い
。
私
た
ち
も
楽
し
く
協

力
し
て
・お
互
い
に
前
進
し
ま
し
ょ
う
。

棚

野

中

西

雄

中

山

栗

城

夫

横

瀬

藤

本

忠

与

川

内

坂

口

坂

本

中

山

治

目
町
内


武 一 春泰

夫昇

小
松
島
市
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
明


勝

浦

地

区

駐

在

所

青

少

年

専

門

補

導

員

に

(

久

国

斉

藤

青

黄

茂

明

さ

ん 

(徳

島

市

・上

勝

町

出

身 〆
)
就

任

平
成
七
年
三
月
、
美
馬
利
巳
さ
ん

が
退
任
さ
れ
た
た
め
、
青
黄
茂
明
さ

氏
名

(
敬
称
略
)

ん
が
新
し
く
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
青

竹

村

英

信

黄
さ
ん
は
、
「
未
来
を
担
う
青
少
年
の

中

田

福

持

健
全
育
成
に
頑
張
り
ま
す
。
今
後
と

二
階
堂

政

博

も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
お
願
い
し
ま
す
。
」

宮

本

征

と
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
勝
浦
地
区

大

島

の
青
少
年
の
育
成
に
ご
尽
力
お
願

い

田

岡

鉄

男

し
ま
す
。

麻

植

伸

次

郎

ま
た
、
平
成
七
年
度
勝
浦
町
青
少

年
補
導
協
力
委
員
さ
ん
も
、
各
地
区

の
区
長
さ
ん
の
推
薦
に
よ
り
次
の
方

々
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
青
少
年
の

健
全
育
成
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。地

区
名


沼 石

原
江


今

山

掛

谷

洋

山
田

・西
岡

治

黒中

角
岩

の
学
習
に
も
参
加
し
よ
う
と
思

一l ・一

え
ば
多
く
の
チ
ャ

ン

ス
も
あ
り
、
行
政
の

勝浦町婦人会から

「勝浦町女性会」に名称変更

勝浦町が誕生 して 40年を迎え

ました。これを機会に，また時

代の推移から 長い間親しまれて

きた「勝浦町婦人会」を 3月25

日の総会に おいて 「勝浦町女性

会」と変更 しました。

今後と もよろし く

お願い申 し上げま す。 品砦曲

以援機

リ 

ド
は
心
強
い
。

l
は
全
て
の
差
別
を
早

く
解
消
し
よ
う
と

「
勝
浦
町
差
別
を
な

く
し
人
権
を
擁
護
す

る
条
例
」
が
制
定
さ

れ
た
。

社
会
的
に
は
ま
だ

ま
だ
弱
者
の
女
性
た 

奈
津
子

国

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ
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。
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徳
島
行
政
監
察
事
務
所
行
政
相
談
官
、

行
政
相
談
委
員
、
人
権
擁
護
委
員

五
月
二
十
一
日
聞
か
ら
二
十
七
日 

ωま
で
の

一
週
間
は
、
「
春
の
行
政

相
談
週
間
」

で
す
。

こ
の
週
間
行
事
の

一
環
と
し
て

地
元
行
政
相
談
委
員
が
主
催
し
て
、

次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。 

-
勝
浦
町
の
行
政
相
談
委
員

中

村

芳

生 

(沼
江 
)

電
話

二
|
=
二
一
三

〈行
政
相
談
所
〉

-
日
時

五
月
十
二
日

午
前
十
時
1
午
後
三
時

・
場
所

住
民
福
祉
セ

ン
タ
ー

-
参
加
予
定
機
関

「
行
政
相
談
週
間
」

-
締
切
り

春
の

雨
天
の
場
合
は
勝
中
体
育
館

5
月
刊
日
幽

固

MUS04
テキストボックス
募集　第2回徳島県スポーツレクリェーション祭
町予選出場チーム

MUS04
テキストボックス
参加者募集
第11回勝浦町ソフトテニス大会

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



分
泌
 
h
v
Qゆ
 

ぺ
u汐
 ad

可 F

」ー

れ

か

ら

の
私 fJf}~

を
お
も
し
ろ
半
分
で
言
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
時
ち
ょ
う
ど
そ
の
子
が
通

り
か
か

っ
て
友
達
の

一
人
と
口
ゲ
ン

カ
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
そ
れ
を
か

げ
に
隠
れ
て
見
て
い
る
だ
け
で
し
た
。

そ
の
子
が
い
な
い
時
、
聞
い
て
い
な

い
時
は
、
好
き
な
だ
け
自
分
の
言
い

た
い
放
題
言

っ
て
、
い
ざ
そ
の
子
が

来
た
ら
何
も
言
え
な
く
な
る
、
最
低

の
こ
と
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自

分
に
も
相
手
か
ら
見
た
ら
い
や
な
所

や
短
所
が
あ
る
は
ず
な
の
に
、
自
分

を
棚
に
あ
げ
て
、
そ
の
子
の
人
権
を

無
視
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
し
、

私
が
そ
の
人
の
立
場
だ

っ
た
ら
、
ど

ん
な
気
持
ち
が
す
る
か
。
絶
対
に
い

い
気
分
に
な
る
わ
け
あ
り
ま
泣
ん
。

逆
に
、
私
が
人
に
言
わ
れ
て
い
や

な
思
い
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

私
の
母
は
父
と
い

つ
も
け
ん
か
を
し

て
い
て
、
つ
い
に
は
出
て
い

っ
て
し

ま

っ
た
の
で
す
が
、
ぞ
れ
か
ら
二
、

三
年
ぐ
ら
い
た

っ
た
時
、
友
達
に
、

「ア
 

コ
の
母
さ
ん
ど
こ
行
っ
た
ん
?
」

と
聞
か
れ
た
時
が
あ
り
ま
し
た
。
私

は
そ
の
場
を
平
然
と
し
て
、
と
り
つ

く
ろ

っ
た
の
で
す
が
、
心
の
中
で
は

か
な
り
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。
そ
れ
か

ら
も
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
聞
か
れ

る
こ
と
が
度
々
あ
り
ま
し
た
。
聞
い

て
く
る
方
に
と

っ
て
は
何
で
も
な
い

質
問
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
聞
き
手

に
と

っ
て
は
シ
ャ
レ
に
な
ら
な
い
よ

う
な
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
私
も

き

っ
と
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
言

っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
や
、
つ
い
カ

ツ

と
な

っ
て
、
何
に
も
考
え
な
い
で
い

っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

『親
し
き
仲
に
も
礼
儀
あ
り
』

l

と
い
う
こ
と
わ
ざ
を
よ
く
聞
き
ま
す


が
、
長
年

一
緒
に
い
た
か
ら
と
い

っ


て
、
何
で
も
言

っ
て
い
い
と
い
う
わ


け
で
も
な
い
し
、
長
年

一
緒
に
い
る


か
ら
こ
そ
、
言

っ
て
い
い
こ
と
と
悪


い
こ
と
の
判
断
が
つ
く
と
思
い
ま
す
。


あ
る
本
に
、

『自
分
よ
り
弱
い
者
を
思
い
や
る
気

持
も
が
な
い
の
は
、
そ
の
子
自
身
、

あ
た
た
か
い
思
い
や
り
に
包
ま
れ
た

こ
と
が
な
い
か
ら
』

と
、
あ
り
ま
し

た
。
私
に
は
ド
キ

ッ
と
す
る
言
葉
で

し
た
。
そ
れ
は
、
私
も
あ
た
た
か
い

思
い
や
り
に
包
ま
れ
た
こ
と
が
あ
ま

り
な
く
て
、
い
つ
も
、
た
え
ず
心
の

底
で
気
に
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
自

分
に
自
信
が
な
か

っ
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
だ
か
ら
上
辺
で
は

『差
別

は
い
け
な
い
』

と
い
い
な
が
ら
、
裏

へ
ま
わ
る
と
全
く
逆
の
こ
と
を
し
て

い
た
の
で
す
。 

思
う
と
、
自
分
で

自
分
が
し
た
行
動
を
情
け
な
い
と
思

い
ま
す
。
恥
ず
か
し
い
こ
と
だ

っ
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
先
日
、

『戦
争
を
や
る
の
は
人
間
だ
が
、


戦
争
を
許
さ
な
い
努
力
の
で
き
る
の


も
人
間
だ
』


と
い
う
こ
と
を
学
習
し
ま
し
た
。
私


は
差
別
の
こ
と
に
関
し
て
も
同
じ
こ


と
が
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
『
差

別


を
す
る
の
も
人
間
だ
け
ど
、
差
別
を


許
さ
な
い
努
力
の
で
き
る
の
も
人
間


だ
』
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、


私
が
一
番
い
い
た
い
こ
と
は
、
誰
に


で
も
人
権
は
あ

っ
て
、
そ
れ
は
す
ご


く
大
事
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。


い
く
ら
長
年
つ
き
あ

っ
て
き
た
友
達


で
あ
っ
て
も
、
人
権
を
お
か
す
こ
と


は
で
き
な
い
の
で
す
。
み
ん
な
、の
人


権
を
尊
重
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
そ


れ
が
一
番
い
い
の
で
す
が
、
一
人
の


人
権
を
守
れ
ば
そ
の
他
の
人
権
が
尊


重
さ
れ
な
い
、

つ
ま
り
、
ど
こ
か
で


ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。


自
分
の
周
り
に
は
、
多
く
の
人
た

ち
が
い
て
、
一
緒
に
生
活
し
て
い
ま

A
7

す
。
色
々
イ
ヤ
な
こ
と
や
、
辛
い
こ

と
、
ま
た
楽
し
い
こ
と
や
嬉
し
い
こ

と
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
人
権

は
大
切
な
も
の
で
す
が
、
人
聞
は
一

人
で
生
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
を
考
え

て
生
活
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

み
ん
な
が
少
し
で
も
相
手
の
こ
と
を

考
え
て
生
活
す
れ
ば
人
権
も
尊
重
さ

れ
、
も

っ
と
楽
し
い
毎
日
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
「
差
別
」
が
い
け
な
い
「
人

権
が
大
切
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
言
わ
れ

ま
す
が
、
ま
ず
自
分
が
で
き
る
身
近

な
こ
と
か
ら
始
め
る
。
仲
間
が
本
当

の
仲
間
に
な
れ
る
よ
う
努
力
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
私
は
、
ク

ラ
ス
の
み
ん
な
と
残
り
少
な
い
時
間

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
私

が
い
ま
ま
で
経
験
し
て
き
た
い
ろ
い

ろ
な
生
活
を
生
か
し
、
私
自
身
、
人

の
痛
み
の
分
か
る
人
間
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。 

(全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
作
品
集
か
ら
)

私
は
、
恥
ず
か
し
い
こ
と
に
今
ま

で
、
「
人
権
」
や
「
差
別
」
に
つ
い
て
、

本
気
で
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
道
徳
の
時
間
や
学
活

で
同
和
問
題
の
学
習
を
し
て
も
、
そ

の
場
限
り
の
も
の
で
し
た
。
だ
か
ら
、

こ
の
機
会
に
今
ま
で
の
自
分
を
ふ
り

返

っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
考
え
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

私
に
は
、

二
十
名
の

ク
ラ
ス
メ
イ

ト
が
い
ま
す
。
小
さ
い
時
か
ら
、
も

う
十
年
も
一
緒
に
い
る
友
達
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
そ
れ
で
も
、
す
べ
て
を

わ
か
り
合
い
、
何
も
問
題
が
な
い
、

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

以
前
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

数
人
の
友
達
と
で
、
あ
る
子
の
悪
口

回
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昭和16年勝浦郡正木小学校奉職

昭和17年勝浦郡横瀬小学校奉職

昭和20年終戦と同時に退職結婚

竹田家に嫁ぎ農業専業となる。

平成 3年示現会初入選

(東京都上野美術館)

以後平成 7年まで 5年連続入選

平成 5年� 6年県展連続入選

竹田和代絵画展
期間� 5月16日-5月30日

場所勝浦町図書館2階

竹田和代画歴

(1日姓中村和代)

大正 8年

勝浦町大字三渓字中村に生れる

昭和15年徳島女子師範学校卒業

昭和16年� (同専攻科卒業)

行
事
と
休
館
日

安
土
曜
こ
ど
も
映
画
会

6
日

・
日
日

午
後
2
時

1
3
時

図
書
館
2
階
視
聴
覚
室

女
竹
田
和
代
絵
画
展

日
日 
1
初
日

図
書
館
2
階

県
立
協
力
車
巡
回
日

開
館
当
時
は
、
児
童
書
を
中
心
と

し
た
書
物
の
貸
出
し
が
主
流
で
し
た

が
、
年
を
追

っ
て
大
人
の
利
用
者
も

多
く
な
り
、
現
在
で
は
児
童
書
か
ら

小
説
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
に
支
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
実
に
理
想
的
な
状

況
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
日
増

し
に
ふ
え
る
利
用
者
に
支
え
ら
れ
私

た
ち
も
読
者
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、

新
刊
書
の
早
期
購
入
に
努
め
る
か
た

わ
ら
リ
ク
エ
ス
ト
に
も
力
を
注
、
ぎ
、

県
立
図
書
館
と
連
携
を
密
に
し
、
本

年
四
月
か
ら
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
連
携

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
読
者

の
要
望
に
す
み
や
か
に
応
じ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し

た
が
っ
て
希
望
の
書
物
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
書
名
、
著
者
、
発
行
所
を
お

調
べ
の
う
え
、
ご
遠
慮
な
く
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
ま
た
遠
隔
地
(
坂
本
・

石
原
地
区
等
)
の
方
々
の
ご
利
用
を

考
え
、
貸
出
期
間
を
図
書
は
一
人
十

平
成
六
年
度
勝
浦
町
図
書
館


貸
出
し
状
況


平
成
二
年
八
月
開
館
以
来
、
町
民

各
位
の
温
か
い
ご
芳
情
と
ご
支
援
に

よ
り
、
毎
年
急
速
な
発
展
を
遂
げ
、

県
内
公
共
図
書
館
二
十
四
館
中
、
六

位
の
人
口
比
貸
出
し
利
用
率
を
あ
げ

て
い
ま
す
。
貸
出
し
冊
数
に
お
い
て

も
毎
年
三
千
冊
前
後
の
増
加
を
み
、

平
成
五
年
度
は
東
四
国
国
体
の
関
係

も
あ
っ
て
や
や
伸
び
な
や
み
ま
し
た

が
、
平
成
六
年
度
は
六
千
冊
余
り
貸

出
し
冊
数
は
急
増
し
て
い
ま
す
。

華
麗
そ
し
て
豪
壮

安
土
桃
山
時
代
の
美

今
よ
み
が
え
る

(府部
長
吉
氏
の
大
槍
)

那
賀
川
町
に
居
を
定
め
た
阿
波
足
利

公
方
足
利
義
冬
の
祖
、
足
利
尊
氏
に
よ

っ
て
天
下
は
南
朝
北
朝
に
分
か
れ
た

こ
と
は
、誰
し
も
ご
存
知
の
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、
今
、
こ
の
槍
の
銘
に
「
南

部
」
の
二
文
字
を
見
、
史
実
と
し
て

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
こ
の

槍
が
作
ら
れ
た
関
ケ
原
の
頃
で
も
、

奈
良
で
は
我
々
は
南
朝
に
仕
え
た
子

孫
で
あ
る
と
言
う
。ブ
ラ
イ
ド
の
よ
う

な
も
の
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
ホ
ホ

エ
ミ
を
禁
じ
え
な
い
。

奈
良
地
方
で
は
万
匠
金
一
房
が
有
名

で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
初
期

に
か
け
て
日
々
戦
乱
に
あ
け
く
れ
る

中
、
鋭
利
で
実
用
的
な
万
や
槍
が
作

ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
寄
贈
さ
れ
た

1
日

・
8
日

・
日
日

-n
B 

槍
は
、
非
常
に
珍
し
い
大
槍
で
普
通

で
は
刃
渡
十
五
拘
ン
以
下
の
槍
が
多
い

日

・
担
日

が
、
こ
の
槍
は
六
十
八
号
、
こ
れ
に

柄
を
つ
け
る
と
二
民
八
十
二
弓
と
実

に
豪
壮
な
大
槍
で
あ
る
。
更
に
柄
に

は
、
ら
で
ん
(
員
の
粉
末
)
を
ち
り
ば

め
た
も
の
で
県
の
万
剣
鑑
定
委
員
も

驚
嘆
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ

っ
た
。

一
か
月
余
っ
て
専
門
万
剣
研
磨
士
に

ド
を 

か
け
今
日
始
め
て
豊
臣
末
期
の
美
を

再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
万
剣
の
美
し
さ
を
十
分
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。

図
書
館
に
来
ら
れ
て
、
カ
ー
ド
の 

ω 

ω

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
ね
。 

利用者数 貸出冊数� 

3年度� 19，02720，645 

4年度� 25，348 22，814 

32，2765年度� 25，407 

6年度� 34，887 31，673 

C

D

冊
二
週
間
、
ビ
デ
オ

・ 

は

一
世

帯
各
二
本
一
週
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ビ
デ
オ
は
児
童
用
、
一
般
用
あ
わ
せ

て
八
百
三
十
本
余
り
あ
り
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
き
、

明
る
く
楽
し
い
ご
家
庭
の
話
題
。
つ
く

り
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
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r、、

司、/

-
俳

句

冬
眠
の
蟻
を
起
こ
し
て
草
を
抜
く

あ
さ

っ
て
か
と
桜
の
奮
を
見
あ
げ
た

り

横

瀬

田

中

久
子

は
る
ば
る
と
讃
岐
平
野
の
風
光
る

わ
ら
び
摘
む
先
へ
先
へ
と
目
を
移
す

横

瀬

日

下
智
世
子

婚
の
荷
の
と
か
れ
し
庭
や
梅
香
る

菜
の
花
の
黄
の
総
立
ち
て
嫁
迎
う

坂

本

美

馬

直
枝

よ
ち
よ
ち
の
児
の
頬
染
め
て
五
月
晴

確
に
、
句
を
書
い
た
面

へ
住
所
氏

れ

生

名

倉

橋

テ
ル

名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

水
か
さ
の
増
し
て
陽
を
浴
ぷ
猫
柳

花
の
父
母
草
木
の
生
命
か
き
た
て
る

生

名

滝

口

松

月

あ

て

先

横

瀬

�

 中
田
ヤ
ス
エ

青
春
の
希
望
に
満
ち
て
春
ら
ん
ま
ん

一
一
|
四
五
八
三

日
溜
ま
り
の
風
に
こ
ぼ
れ
し
雪
柳

五
月
五
日
締
切
り

短
歌
一
人
一
首

生
名

小
西

典

子

六
月
五
日
締
切
り

川
柳
一
人
一
句

ね
ぎ
坊
主
揺
れ
た
る
時
は
笑
う
ご
と

・
お
わ
び
と
訂
正

そ
ら
豆
の
花
か
す
か
に
聞
こ
ゆ
ジ
ェ

四
月
広
報
柳
壇
の
中

「
肩
書
き
」

ッ

ト

音

生

名

石

田

白

萩

�

 

※
投
句
作
品
は
添
削
は
し
て
お
り
ま

で
「
親
と
い
う
肩
書
き
捨
て
た
い

せ
ん
。
な
お
文
字
、
送
り
が
な
は
正

社会総合大学開講式
わ前・ゆ時
び田・みが
し千・と あ
て恵・なる
訂さ つ 」記 念講演 
 横
正んでの瀬
しのお作
ま作 り 者
すで ま 名
。しし が
たた竹
。が田
お、あ

勝浦町では，町民の豊かな心と，郷土を

愛する心を養い「住んで、よく・訪れてよい

まち阿波勝浦」を目指し，多くの行事を実

施しております。

平成 7年度の社会総合大学の開講式を記

念して，次のとおり講演会を開催します。

文
化
協
会
文
芸
部
よ
り

「
勝
浦
町
民
文
芸
集
」
か
つ
う
ら
第
三
集

発
刊
に
つ
い
て

町民多数のご来場をお待ちしております。

-日時 平成 7年 5月18日同


午前 9時30分間式


-場所 勝浦町住民福祉センター
 

3階大ホール 


・記念講演午前10時00分

演 題

「十六地蔵物語」
終戦50周年をむかえるにあた って

講 師

児童文学作家 原田一美
はらだかずみ

先生

主な著書 ホタルの歌・がんばれパンダっ子

ドイツさん物語・大統領のメダル

十六地蔵物語など

詳しくは，勝浦町教育委員会まで。

海
へ
出
て
空
の
光
り
と
な
る
つ
ば
め

宿
坊
の
灯
り
で
よ
り
の
新
樹
冷
え

生

名

丸

山

香

月

静
野
に
恐
竜
の
絵
馬
春
嵐

常
々
に
思
う
彼
岸
の
里
心

中
角
岡
本
ハ
ツ
ヱ

水
温
む
石
を
足
場
に
菜
を
洗
う

下
萌
え
に
歩
め
ば
草
の
や
わ
ら
か
に

沼

江

駒

津

光

洋

花
吹
雪
子
等
遊
山
の
声
高
く

暮
れ
て
尚
明
る
さ
残
る
桜
か
な

中
山

谷

尻

笑

山

春
彼
岸
畑
一
め
ん
種
を
蒔
く

そ
ら
豆
の
瞳
や
さ
し
く
の
ぞ
い
て
る

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

地
蔵
坂
登
る
彼
方
に
初
音
聞
く

門
先
の
白
梅
咲
い
て
明
る
う
す

棚
野

谷

新
太
郎

桜
待
つ
季
節
に
悲
惨
な
る
ニ
ュ

ー
ス

春
寒
や
医
者
も
咳
し
て
脈
を
取
る

立
川

堀

梅
子

あ
て
先

あ
て
先

締
切
り

詩
の
こ
み
ち

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
募
集

中
田
ヤ
ス
エ

短
歌
一
人
一
首

川
柳
一
人
一
句

中

角

豊

田

明

俳
句
一
人
二
句

い
づ
れ
も
五
月
二
十
日
�
 

こ
の
た
び
合
併
四
十
周
年
を
記
念

し
、
教
育
委
員
会
の
ご
指
導
に
よ
り

文
芸
集
か

つ
う
ら
第
三
集
を
発
刊
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
多
数
の
方

々
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
文
芸
作
品
募
集
要
項

一
、
俳
句

・
川
柳
は

一
人
二
十
首
以

内
。
短
歌
は
一
人
十
首
以
内
。

詩

・
漢
詩
・
随
筆
は
四
百
字
詰
原

稿
用
紙
二
枚
以
内
と
し
ま
す
。

二
、
送
り
先

横
瀬
中
田
ヤ
ス
エ

電
話
二
|
四
主
八
三
番

三
、
原
稿
用
紙
は
、
書
き
方
等
を
そ

ろ
え
る
た
め
に
用
意
し
ま
す
の
で
、

「
中
田
」
ま
で
請
求
し
て
く
だ
さ

い。

四
、
原
稿
締
切
り
日

平
成
七
年
六
月
三
十
日
必
着

五
、
参
加
料
金

一
部
門
の
み

二
千
五
百
円

二
部
門

三
千
五
百
円

三
部

門

四

千

五

百

円

四

部

門

五

千

五

百

円

原
稿
に
添
え
て
「
中
田
」
ま
で
お

届
け
く
だ
さ
い
。

な
お
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
の
ご

投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
料
は
無
料
と
し
、
一
冊
お
渡
し

し
ま
す
。

固
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:三ら

躍主
主守

符
レめ
Z

ま

ず


aa
μ
J


・

置
園

訂ヨ
M

自
明

デ 

」
と
し
て

l

£

・

自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方

nM
の
遵
守

，
，

一一一一
表

一

程

一

日

一

収

…

回
一
缶

…引
あき

一一 
月5

一 …

1易� 
~ 

所回収日 地区�  

'日

石原

一一

Eま重重環m~湿;1

-日 時� 

5月25日同
午前10時から

午後 4時まで� 

(受付午後 3時まで)

場所

小松島中央会館

・相談員

藤 本 r告

月
別
に
、
重
点
及
び
具
体

的
な
交
通
安
全
の
事
項
を
定

め
て
県
民
総
ぐ
る
み
に
よ

ふ
巳

る
交
通
安
全
の
輪
を
拡
げ
、

交
通
事
故
防
止
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
毎
月
二
十

日
を
県
民
交
通
安
全
の
日
と

し
て
定
め
て
い
ま
す
。

五
月
は
、
自
転
車
の
交
通

園 

安
全
の
確
保
「
自
転
車
安
全

V
l
lE

の

小
松
島
警
察
署
勝
浦
町
横
瀬
駐
在
所
長

大

島

虞 

本
年
二
月
十
八
日
付
の
人
事
異
動

に
よ
り
警
察
本
部
教
養
課
か
ら
小
松

島
警
察
署
勝
浦
町
横
瀬
駐
在
所
長
と

し
て
着
任
し
ま
し
た
大
島
康
一
と
申

し
ま
す
。
出
身
地
は
鴨
島
町
で
、
現
在

実
家
で
は
母
親
が
独
居
生
活
を
し
て

い
ま
す
。

着
任
後
約
二
か
月
が
過
、
ぎ
ま
し
た

が
、
当
初
人
に
教
え
ら
れ
て
い
た
と

お
り
勝
浦
町
は
、
温
暖
で
自
然
に
恵

ま
れ
て
い
て
、
住
民
感
情
も
よ
く
、

温
厚
篤
実
な
人
が
多
く
、
楽
し
く
仕

事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

駐
在
所
勤
務
は
は
じ
め
て
の
こ
と

で
、
何
か
ら
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か

考
え
な
が
ら
こ
の
地
で
最
善
を
つ
く

す
つ
も
り
で
す
の
で
、
今
後
と
も
一

層
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撞
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

教
室
の
開
催

日

・

通
学
時
等
の
交
通
ル

梶
ぜ
れ
ば
ゴ
ミ

分
け
れ
ば
資
源


昨
年
七
月
か
ら
各
地
区
の
廃
棄
物

河
川
や
道
路
へ
の
散
乱
し
て
い
き

あ
き
缶
も
減
少
し
、
ポ
イ
捨
て
の
防

止
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
今
後

と
も
環
境
美
化
の
た
め
、
分
別
回
収

に
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
月
の
回
収
日
は
、
次
の
表
の
と

お
り
で
す
。

ル 

減
量
化
推
進
委
員
さ
ん
や
、
ボ
ラ
ン

i

テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

る
あ
き
缶
の
分
別
回
収
を
実
施
し
、

ア
ル
ミ
缶
で
約
四
千
袋
(
八
ト
ン
)
、

ド 

・
自
転
車
の
点
検

・
整
備
の 

，

訪
-丁

訂
点
実
施
事
項
と
し
て
-

E
h

毎

い
ま
す
。

ス
チ
ー
ル
缶
で
二
千
袋
(
十
ト
ン
)

一

の
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。 

こ
の
運
動
は
、
町
民
一
人
ひ

と
り
に
交
連
安
全
知
識
を
普
及

し
、
交
通
安
全
思
想
の
高
揚
を

図
る
と
と
も
に
、
正
し
い
交
通

ル 
l
ル
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践

を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
五
月
十

一
日
か
ら
五
月
二
十
日
ま
で
の

十
日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。 

・
重
点
目
標
は、

l

1
、
シ 

ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の

徹
底

2
、
高
齢
者
と
子
供
の
交
通
事

故
防
止

3
、
交
差
点
に
お
け
る
交
通
ル

ー
ル
の
遵
守

と
な
っ
て
い
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
で
は

「
面
倒
だ
か
ら
」
ま
た
は
「
す

ぐ
近
く
だ
か
ら
」
と
い
う
安
易

な
気
持
ち
で
着
用
し
な
か
っ
た

り
、
助
手
席
・
同
乗
者
も
着
用

し
て
い
な
い
方
が
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
「
自
分
の
安
全
は
自

分
で
守
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
、

l

必
ず
シ 

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し

て
く
だ
さ
い
。

期
間
中
、
シ
ド
ト
ベ
ル
ト
着

用
の
調
査
も
実
施
し
ま
す
。

桜 建 設 事 務 所第

沼江 
 z沼 江 集� izk 所一

Z 

J A 生 比 奈支所保冷庫 前

掛谷 掛� 口 集� lZL 所 前月

曜 山西�  
(果樹試験場上り口)

日 農 婦 人 の 家� 

(1日)
中角 キオ
。 馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第

第

一

。

。
イシ

横瀬

。
イシ

今山 今山橋北詰ゴミフェンス横

黒岩 中 央 橋 北 詰 勝 浦 会 館 前月

曜
 星谷 川口氏宅の貯蔵庫前
日

t南 防 三口士口 所 横中 山( 8日)

生名 東 林 庵

島豆腐屋 さ ん前

Z久国 久 国 集� dZL 所 裏

曜

月

棚野 河川敷ゲートボール場横
日 パチンコ庖前道路南側 �  

(15日) 大 井 堰 碑 の 前

dZL 所

勝浦郡農協本所

前� JlI 集� Z 

イシ第

広 瀬 宅 東イシ四


月
 小倉新平宅前�  = 叉路

l日 農 協 跡、 地

日

曜

与川内 勝浦郡農協与川内出張所�  

(22日) 坂本 勝浦郡農協坂本事業所横�  

11 消 防 雪ロ士口 所 横

四
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特別養護老人ホーム喜楽苑 	  日 程 表

5 月� 21 日 (日)

士蕩 所 時 間� 

JA坂本事業所 午後� 2: 00 

2 : 10 

前 午後� 2: 20 
与川内公会堂

2 : 30 

午後� 2: 40 

J A勝浦郡本所


2 : 55 

午後� 3: 05 
勝� j甫 町 役 場

3 : 15 

午後� 3: 25 
生名セ ンター前

3 : 35 

午後� 3: 45 
勝浦会館

3 : 55 I 
午後� 4: 05 

古山商庖横
4 : 15 

後 4: 25 

J A生比奈支所 午
 

4 : 35 

E 重ヨ

次のとおり，特別養護老人

ホーム喜楽苑の職員を募集し

ますので，希望の方は履歴書

(市販の物)を添えてお申し

込みください。

-職種 臨時寮母� 1名

不用犬の

買い上げ日

犬の放し飼いは

やめましょう。� 

5月10日同� 

5月24日同
・年 齢 55才未満� 

・勤務時間 9 : 00~15 : 00 

・募集期間

平成 7 年 5 月 1 日 (月)~10 日 (水)

・面接日

平成� 7年� 5月10日(水)

次
の
日
程
で
予
防
注
射
を
行
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
こ
れ
が
最
後
で
す

の
で
、
受
け
て
い
な
い
方
は
最
寄
り

の
場
所
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

-
登
録
料

千

円

・
注
射
料

二
千
九
百
円

戸、、

3. f、て� 

・連絡先

勝浦町大字棚野字竹国13番

地の� 1 且(08854)2 -3700 

社会福祉法人勝寿会

ー川ー以ー械ー縦ー縦一胤-)0(->>(-刈ー同ー減-)0(-)0(ー刻 一刻一以-)0(-)0(-)0(-縦ー減ー樹-~-以ー減-*ー減-)0(-)0(-鳩-)0(-)0(目減-*-城ー減-)0(-)0(一蹴-*ー減-)0(-)0(-)0(-以ー縦ー糊-)0(-)0(-以ー同-*ー縦一以ー縦ー糊ー以ー"“ ー川一

延

憲
法
週
間
行
事
と
し
て
、
次
の
と

お
り
記
念
行
事
を
行
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
日

時

五

月

九

日

ω

午
前
十
時

1
午
後
三
時

-
場
所 

徳
島
地
方
(家
庭
)
裁
判
所 

(徳
島
市
)

て
無
料
法
律
相
談
所
の
開
設

-
相
談
内
容
は
、
金
銭
、
借
地

・
借

家
、
交
通
事
故
、
家
事
、
登
記
、

戸
籍
、
人
権
な
ど
法
律
上
の
問
題

で
す
。

電
話 

O
八
八
六
|
五
二
|
コ二

四

一

一

七
七 

T

O

徳
島
市
徳
島
町
一
丁

目
五
番
地

二
、
講
師
の
派
遣

各
種
団
体
か
ら
講
演
の
希
望
が

あ
れ
ば
、
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

三
、
裁
判
所
の
見
学
、
裁
判
の
傍
聴

土
曜
日
、
日
曜
日
、
休
日
以
外

は
い
つ
で
も
結
構
で
す
が
、

。団
体

の
場
合
は
あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

食
徳
島
地
方
裁
判
所
の
所
在
地
及

び
電
話
番
号
は
次
の
と
お
り
で
す
。

憲

法

週

間

行

事

案

内


義

克 _k世水田営農活性化対策� 
翼

翼

翼� 

E 

夜

茶

葉

真

露

英

誕

夏

糞

美

憂

誕

張

費

葉

支

支

援

糞

業

交

友

2平成7砕降 (軒下)にご協力をグ

今年も水稲の転作を下記の要領で受け付けを行って

いますので，ご協力よろしくお願いいたします。� 

1.受け付け期間 

5 月 15 日 ~5 月 31 日まで

午前� 8時30分~午後� 5時� 

2 .受け付け場所 勝浦町産業課� 

持参するもの 印鑑 	  

4.その他

不明な点は産業課まで問い合わせてください。

なお，今年度から新たな転作手法の「調整水田」

が導入されました。

(新しい転作手法の「調整水田」とは 〉震

災

美

葉 -調整水田の趣旨
支

延 追加的転作等を緊急に実施することに対応して，生
延

産者が取り組みやすい転作手法として，一定期間水を
覧

交通事故のご相談は
相談センターヘ(無料)

社団法人 日本損害保険協会

徳島自動車保険請求相談センター
徳島市西船場町ト14明治生命徳島ビル6階

電話� 0886-22-5279 

・専門の相談員が親身になってご相談に応じます。

・相談日	 月四Eから金曜

午前9時30分~午後4時40分

・弁護士相談日 毎月第� 1・3水曜日午後1時-4時

表 張ることにより水田を管理する「調整水田」が新たに
質

支 導入されます。
袈

誕

調整水田は，
美

質 ①不作により米不足とな った時に容易に水稲作に復帰
表

質 できる。
奈

美 ②国土の保全等水田の持つ多面的機能が維持される。
業

誕 ③連作障害が回避される。
翼 等の意味をもっ転作手法ですから，助成金の水準も保
支

援� 全管理と比べて高く設定されています。

回

MUS04
テキストボックス
犬の登録と狂犬病
予防注射について

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ



¥4 

¥ 

(
電
話
五
|
O
一
五
二
)

0

H

H

u|

O

5月の保健行事
お問い合わせは環境衛生課保健婦へ。

日 日程 内� ~ 受付時 間 .t~き 所 大す 象 者
持参する
もσ〉 千也

10 水 ポリオ生 ワ ク チ ン 投与�  13 : 30~ 15 : 00 
環境改善�  

センター

-生後� 3 ~18月
-生後90月未満でまだ� 2回受
けていない子

予 診票�  

母子手帳� 

12 金� 1歳� 6か月児健康 診査�  13:30~ 14:00 勝浦病院�  
H 5 . 9 . 1 ~11 . 30までに生

まれた子

問 診票�  

母子手帳� 

l

11 水 日本脳炎予防接種�  13 : 30~ 15:00 
環境改善�  

センター

• 1期初回(1~ 4週の間隔� 
をおき� 2回受ける� ) 3歳� 

-追加� 4歳で 1期終了後� 1 
か年経過した子

. 90月未満で 1期が終了して� 
いない子� 

-予診票

-料金
(J固につき) 

500円

19 金 愛育 班 員 研修会�  13:30~ 16:30 住民福祉セ ンター 全 班 員 筆記用具� 

13:30~ 坂本小 学 校� -小学校� l年生� 

-小学校� 2年生で 1年の時ツ

反陰性の者 予 診票�  

22 月� 
ツベルクリン反応検査�  14:00~ 横瀬小 学 校

23 火� 13 : 30~ 勝浦中学校�  
-中学校� 1年生� 
-中学校� 2年生で中学校� 1年
の時ツ反陰性の者

健 康 本目 苦ロツ水叉� 10 : OO~ll: 30 勝浦会館 一 政支 住 民 健康手帳� 

24 水� 13 : 30~ 坂本小学校

ツ反実施者全員と

BCG接種は判定が陰性の者� 
予きP"::::::かF 烹百Iて� 

ツ ベルク リ ン判定と

B C G 接 種� 
14:00~ 横� j頼小 学 校

25 木� 13:30~ 勝浦中学校�  

26 金 乳 児 健 康 雪ロノ~ 主フ忙主� 13:30~ 14 : 30 勝浦病院�  
H 6 . 8 . 1 ~ H 7 . 3 .31まで

に生まれた子� 
母子手帳

29 月 ツベルクリン反応検査�  14 : 00~ 生比奈小学校� 

-小学校� 1年生� 

-小学校 2年生で 1年の時ツ
反陰性の者 予 診票�  

31 水
ツベルクリン 判定と�  
B C G 接 種

14:00~ ク� 
ツ 反 実 施 者 全 員 と �  
BCG接種は判定が陰性の者� 

手
。
む
し 

に

か
ま
れ
た
ら

五
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
は

ま
む
し 

の
出
没
期
で
す
。

も
し
、
ま
む
し
に
か
ま
れ
た
ら
応

急
処
置
を
し
て
、
一
刻
も
早
く
医

師
の
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

応
急
処
置

-
傷
口
よ
り
心
臓
に
近
い
と
こ

ろ
を
強
く
し
ば
る
。

・
十
五
分
に

一
回
は
、
し
ば
り

を
解
い
て
血
液
を
通
し
、
ま

た
し
ば
る

・
一
刻
も
早
く
医
師
の
診
察
を


受
け
る
。


血
清
の
保
管
場
所

-
勝
浦
病
院


(電
話
二
|
二
五
五
五 
)
 

.
上
勝
町
診
療
所


(電
話
二 

三
O
三
)


・
上
勝
町
第
二
診
療
所

図
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h¥

H

三
5

4

A
7

し
た
。
ま
た
、
五
月
九
日
か
ら
十
五

日
ま
で
を
看
護
週
間
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
看
護
す
る
方
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
現
わ
す
と
と
も
に
、
国

民
一
人
ひ
と
り
が
病
む
人
や
高
齢
者
の

方
々
を
温
か
く
世
話
す
る
心
を
持
ち

た
い
と
い
う
の
が
、
こ
の
看
護
の
日

の
狙
い
で
す
。

日
本
は
、
世
界
有
数
の
長
寿
国
と

な
り
、

二
十

一
世
紀
の
初
め
に
は
国

民
の
四
人
に
一
人
は
六
十
五
歳
以
上

の
お
年
寄
り
と
い
う
超
高
齢
化
社
会

を
迎
え
ま
す
。
勝
浦
町
も
平
成
七
年

四
月
現
在
、
六
十
五
歳
以
上
の
人
口

割
合
は
二
十
三

・
七
%
で
高
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
病
院
や
診
療
所
、
施
設
は
も

と
よ
り
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場

で
看
護
の
あ
り
方
が
改
め
て
間
わ
れ

て
い
ま
す
。

げ
た
り
、
緩

和
す
る
よ
う

に
努
め
た
り

す
る
の
が
大

き
な
役
割
と

な

っ
て
ま
す
。

高
齢
化
が
進
む
今
日
、
在
宅
で
の

看
護
を
必
要
と
す
る
人
が
私
た
ち
の
回

り
で
も
増
え
て
き
ま
す
。
看
護
体
制

の
充
実
に
つ
い
て
は
国
で
も
、
安
全

で
安
心
で
き
る
医
療
を
患
者
さ
ん
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
治
療
は
も
と
よ

り
世
話
の
面
に
力
を
入
れ
る
よ
う
な

基
本
指
針
も
出
し
て
い
ま
す
。

家
庭
で
の
看
護
を
必
要
と
す
る
人

が
増
え
る
中
で
、
こ
れ
か
ら
は
、

一

人
ひ
と
り
が
自
分
に
は
何
が
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ

ろ
う
か
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
時
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
在
宅
で
の
看
護
は
、

一
人
だ
け
で
で
き
る
も
の
で
は
な
く

家
族
、
地
域
ま
た
は
福
祉
の
方
々
の
援

助
や
協
力
に
よ
っ
て
よ
り
よ
い
お
世


話
が
出
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま


す
。
い

ま
ま
で
し
た
こ
と
が
な
い
か
ら

わ
か
ら
な
い
'
と
い
う
の
で
は
、
ケ

ア
を
受
け
る
方
は
淋
し
い
こ
と
で
す
。

看
護
と
は
よ
く
み
て
ま
も

っ
て
あ
げ

る
と
い
う
意
味
で
す
。
だ
れ
に
で
も

で
き
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

看
護
の
心
と
は
、
相
手
の
苦
し
み
ゃ

悩
み
を
肌
で
感
じ
、
な
ん
と
か
し
て

あ
げ
よ
う
と
い
う
思
い
や
り
の
気
持

ち
で
す
。
も
し
、
自
分
が
な
っ
た
ら 

戸 

~、

-健康相談  -介護相談  -検尿
5月13日ω 

看 護 会 館  -介護用品の展示  -看護職就業  
10 : OO~15 :00 

相談  

-健康相談  -検尿  -看護職就
5月13日ω 小松島ルピア  

業相談 -介護用品の展示  
10 : 00~ 1 5:00 1階 

-救急法のコーナー  

-健康相談 -介護相談  -介護  

用品の展示 -アイデイア寝巻，
5月 10日(水)

ちびっ子アダルトファ ッションショ ー 阿南共栄病院
9 : 30~ 14 :30 

-救急コ ーナー -バザー 

-看護職就業相談  

5月13日凶 -健康相談 -介護相談 -介護 
アピカホール 

1 0:30~ 1 5 : 00 用品の展示  -看護進路相談

ど
う
し
て
も
ら
い
た
い
か
、
ど
う
し

て
ほ
し
い
か
と
思
い
な
が
ら
手
を
差

し
の
べ
れ
ば
き
っ
と
素
晴
ら
し
い
援

助
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
?
核
家
族
化
が
進
み
身
近
に
お
年

寄
り
が
い
な
い
現
状
の
中
、
今
ま
で

続
い
て
い
た
世
代
聞
の
助
け
合
い
や

経
験
を
こ
れ
か
ら
ど
う
つ
く

っ
て
い

く
か
・:
施
設
や
、
病
院
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
も
一
つ
の
体
験
と
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
看
護
は

急
に
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

体
験
を
生
か
し
、

心
を
実
践
で
学
ん

で
い
く
も
の
で
す
。

勝
浦
町
も
福
祉
関
係
者
と
愛
育
班

が
連
携
を
し
な
が
ら
介
護
教
室
を
各

地
区
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

一
度
体

験
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

川
~
嶋
田


川
一
日
目
の

則一
月
謙

核
家
族
化
す
る 

は
、
お
年
寄
り

の
患
者
さ
ん
が
増
え
て
き
て
い
る
た

め
心
身
共
に
援
助
す
る
看
護
者
が
必

看
護
に
貢
献
し
た
人
と
い
え
ば
、

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
を
思
い
浮
か
べ
る

人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
は
、
ク
リ
ミ
ヤ

戦
争
で
負
傷
し
た
多
く
の
人
命
を
救

っ
た
近
代
看
護
の
創
始
者
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
二
十

一
世
紀
を
迎
え

よ
う
と
す
る
今
日
、
看
護
の
大
切
さ

が
再
認
識
さ
れ
、
看
護
の
心
を
社
会

全
体
に
広
め
よ
う
と
平
成
三
年
ナ
イ

チ
ン
ゲ
ー
ル
の
誕
生
日
五
月
十
二
日

を
看
護
の
日
と
厚
生
省
が
制
定
し
ま

平成7年度「看護の日」並びに「看護週間」行事

“地域の人々 の多数の参加を"

*健康相談・就業相談等実施内容  

る
の
だ
ろ
う
か
?
H
な
ど
不
安
な
気

N

要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

看
護
は
人
が
生
ま
れ
て
か
ら
成
長

し
社
会
人
と
な
り
、
老
い
て
死
ん
で

い
く
と
い
う
生
涯
の
中
で
、
ど
の
部

分
に
も
か
か
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
出
産
や
病
気
の
時
、
け
が

で
入
院
し
た
時
な
ど
看
護
の
手 

(病

院
で
は
看
護
婦
さ
ん
)
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
看
護
婦
さ
ん
た
ち
は
、
病

院
へ
入
院
し
て
き
た
患
者
さ
ん
が 

何

を
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
?
り
ど
う
な

持
ち
を
で
き
る
だ
け
取
り
除
い
て
あ

回
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「 平成7年度国保会計当初予算一

繰入金� 41.742千円� 6% 

予備費61.992千円� 10% 

その他13.929千円� 2%


その他，� 2.585千円� 1% 

歳入

国民健康保険税� 

153.146千円� 

26% 

総務費11.175千円� 2% 

費

)

円

付

等

千

合

費 

5 
Y 

Mm
療 

η
日

側

沼

紛

歳出� 

¥、ー

¥ 

国民健康保険被保険者数 (平成7年4月1日現在〉

一般被保険者 14
2，� 9名
 
(内老人保健該当者 620名〉
 平成� 7年度の� 1人当たり医療費を� 

406，710円見込んでいます。退職被保険者 197名� 
(自分の健康は自分で守ろう)合計 	  2，346名
 

935世帯 


「 医療費を大切に 「

医療費の増加の原因は，①人口の高齢化による慢

性の成人病の増加，②医学・薬学の進歩によるコス

ト増，③また複数・多数の受診によるお医者さんの

かかり方などが考えられます。そして，医療費の増

加は，わたしたちの国保の財政を苦しくしています。

一人ひとりが医療費を大切にし，健康な毎日を送

れるよう心がけましょう。

・ワンポイ ント・アドバイス

わたしたちの健康をささえる国保。地域みんなで

守り育てよう。

国保税は，被保険者となった月から課税されます。
「加入の手続きをしたとき」ではありません。
被保険者となる月とは 職場の健康保険をやめたとき あるいは他の市
区町村から転入しで住み始めたとき。

回
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2 .素人菊花展とお茶会および木彫レリーフ(浮彫)農村環境改善センタて� 
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「
�
 

チギリ絵作品展について
から� 

改善センターオープン� 5周年の記念行事の一環として10月後

1.紙粘土作品展について 半に� 2日間の予定で菊の展示会と裏千家流，石州流によるお茶

会および棚野出身で，現在山口県美弥市在住の岡清美氏ご夫妻
ギャラリー天狗岳の第� 7回作品展として， による木彫レリーフ(浮彫)とチギリ絵の作品展を開催する予

棚野の坪井恵子さん外紙粘土創作愛好グルー
定です。ご期待ください。

プの皆さんの作品展を開催いたします。春か
なお菊の展示会については，菊の作り方勉強会をしながらお

ら夏にかけて吹く風に髪をなびかせる乙女，
おとめ

互いが作ったものを持ち寄ります。ベテランの方々の出展も大
森の奥で合唱する七人の小人たち，その他た

歓迎です。� 
くさんのお人形登場で皆さんをメルヘンチ ッ

クな世界にお誘いします。

ぜひお越しください。


期間平成7年� 5月17日-5月31日


場所改善センター


休館日 各火曜日
 

ボキ ッと1斤れるくらい おしつぶれるようでは

軟かい所でないと発根 固すぎるので，もっと

しにくい。 上部で祈りとる。� 

4月から年金額がアップノ

払いは� 6月の定期払いから(福

祉年金は� 8月)となります。

国民年金などの公的年金の年金 -年金額比較表
〔 〕内は月額

/""'可

額は，完全自動物価スライド制に
平 成 �  6年改正 物価スライド0.7%

より，物価の変動にあわせて，引
(平成6年10月) (平成 7年� 4月)

き上げられる仕組みとなっていま
〔国民年金〕 円円�  円円�  

す。
老齢基礎年金 780，000 (65，000) 785，500 (65，458) 

平成� 6年� 1 ~12月の全国消費者 障害基礎年金(1級)� 975，000 (81，250) 981，900 (81，825) 
物価上昇率は，対前年比0.7%の (2級) 780，000 (65，000) 785，500 (65，458) 

上昇となったため，これにともな 遺族基礎年金(子� 1人) 1，004，400 (83，700) 1，011，500 (84，292) 

い国民年金の年金額も� 4月から� 7加，000(65，000) 

加算�  224，400 (18700) 

785，500 (65，458) 

226，000 (18，0.7%ヲ|き上げられました。
仁基本

，� 833) 

なお，改定された年金額での支
74，800 ( 6，233) 75，300 ( 6，275)(3人目以降)

、

固

4
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5月� 2日 勝浦病院�  2-2555 

5月� ④ 日 山 西医院�  2-3027 

5月� 6日 勝浦病院�  2-2555 

5月� 8日 湯 浅 医 院 �  2-2003 

5月10日 勝浦病院�  2-2555 

5月12日 赤岩 医院�  2-2006 

5月⑬日 勝浦病院�  2-2555 

5月16日 上勝診療所�  6-0302 

5月18日 勝浦病院�  2-2555 

5月20日 山 西医院�  2-3027 

5月22日 勝浦病院�  2-2555 

5月24日 湯浅 ，医院�  2-2003 

5月26日 勝浦病院�  2-2555 

5月⑫日 赤岩 医院�  2-2006 

5月30日 勝浦病院�  2-2555 

-大
字
坂
本
字
平
野
美

v v- -

¥} 

ふ

宮� 

-
小
松
島
市

上

大
字
中
角

字
豊
田

大
字
沼
江

字
野
神

斎 中
藤 村

大
{子生
名

平
井

字
石
垣

善

意
あ
り
が
と
-
つ
ご
ざ
い
ま
し
た

3
月
刊
日

1
4
月
日
日

井
上
安
太
郎
さ
ん
(
横
瀬
)

大
字
沼
江
字
西
岡
南
条
(
部
歳
)

大
字
沼
江
字
西
ケ
原

岡

マ

サ

ノ

(
河
歳
)

大
字
坂
本 
{子
生
実

中

川

雅

允 
(
臼
歳
)

主
主
一
窪
子
倉
瀬

尾

西

茂

樹 
(
何
歳
)

大
字
三
渓
字
定

問

白

樫

芳

枝

(
剖
歳
)

大{子
沼
江

森
脇

字
猿
滝

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

⑤⑧ 


す
。

人

一
か
月
間
・お
休
み
を
い
た
だ
い
て

美

い
ま
し
た
が
、
五
月
分
の
交
流
講
座

を
左
記
計
画
表
に
よ
り
開
講
を
し
ま

勝
浦
会
館
か
ら

平
成
七
年
度
の
交
流
講
座

に
つ
い
て

弘
/
二
女

清

恵

¥

春

栄
ノ
長
女

恵

美

¥

成

芳
男
/
長
男

勅

子

¥

混

香

卓
史
/
長
女

由
紀
¥
利
央
成

自
動
車
税
は

納
期
内
に

自
動
車
税
の
納
期
限
は
五
月
三
十

一
日
で
す
。
納
期
内
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。

領
収
証
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る
納

税
証
明
書
は
、
車
検
の
際
に
必
要
で

す
か
ら
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ 

(徳
島
県
自
動
車
税
事
務
所
)

お
誕
生
お
め
で
と
う

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

以
上
の
方
か
ら
、
善
意
銀
行
に
善

穂 卓
(敬称略)

田馬

美 義 �  

(石
原 
)

中
野
英
彦
さ
ん
(
中
山
)

匿

名

(

横

瀬 

)

匿

名 

ご
結
婚
お
め
で
と
う

3
月
日
日

1
4
月
日
日 

尾

西

勝

さ

ん 

(中
山 
)

白

樫

芳

明

さ

ん 

(横
瀬
)

匿

名 

(西
岡
)

ぷI2J

戸
籍
の
窓
 

ル
協
会

l

勝
浦
町
ゲ 

ト
ボ

l

「中国語講座」
夜間救急当番表�  

受講 生募集

教室名 実施 日 時 間

附芸�  
11 18 25 

午後� 7 : 30~ 
木 木 木� 

12 26 
着付 午後� 8 : OO~ 

金 金� 

11 18 25 
手芸 午後� 7 : 30~ 

木 木 木� 

10 17 24 
踊 り 午後� 8 : OO~ 

*-水� *-
22 

生花 午後� 8 : OO~ 
月

俳句�  8 22 
午後� 8 : OO~ 

短歌 月 月� 

12 19 26 
習字 午後� 7 : OO~ 

金 金 金� 

勝浦会館 5月行事

午後� 6時から翌朝� 9時まで平日

国際化時代に対応する人づくりを

目指し，社会総合大学の一環として

「中国語講座」を開講しています。

受講を希望される方は，次のとお

り申し込みください。

・開講日時

毎週土曜日

午後� 7時から� 8時まで

・場 所住民福祉セ ンター

・対象者町内に在住または勤務

する方で，年聞を通じて受講でき

る人(高校生以下を除く)

・会 費月 �  500円

・講師黄培君

出身中国(徳島市在住)

・申し込み先� 

5月19日までに教育委員会まで。

2-2511 (内線56) 

心配ごと相談

-日時 5月12日樹� 

5月19日樹� 

5月26日樹

-時間

午前10時~午後� 3時� 

-内容

人権・行政・厚生・福祉

-場所

住民福祉センター� 2階

i-受…)
りますので，お気軽に}

お問い合わせくださいJ
休日 午後� 7時から翌朝� 9時ま で� 

園

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ




